
コマツ
執⾏役員 スマートコンストラクション推進本部⻑

四家 千佳史

建設現場のデジタルトランスフォーメーションの深化へ
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500 労働時間 建設技能者数

建設技能労働者数は減少、
総労働時間も⼤きく減少している

資料出所︓総務省「労働⼒調査」 厚⽣労働省「毎⽉勤労統計調査」「労働災害発⽣状況」

万⼈ 時間
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40%
建設業就業者の⾼齢化率
（全就業者に占める55歳以上の⽐率）

建設業就業者の⾼齢化率が⾼まり、
また労働災害率も⾼いレベルにある

28%
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32%
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38% 建設業労働災害⽐率
（建設業の労働災害死亡事故の全産業における⽐率）
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お客さまの現状
安全で、⽣産性が⾼い
スマートでクリーンな未来の現場

⼈⼿不⾜、技能者の⾼齢化
危険度が⾼い労働環境

お客さまのありたい姿
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計画 施⼯中 維持
管理施⼯準備 施⼯完成
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ICT建機
（３Dマシンコントロール）

施⼯中の⼀部プロセスのみに使⽤

設計

⾃社の製品が関与する、“施⼯の⼀部プロセス”のみではなく、
お客さまの、”施⼯に関する全てのプロセス“での課題を理解する
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お客様の現場の課題を、
お客様と⼀緒に現場に⽴ち、
⼀つ、⼀つ解決していく

こ れ ま で に 無 い 現 場 を 、 こ れ か ら も 現 場 と と も に

2015年2⽉
「スマートコンストラクション®」をスタート

“安全で、⽣産性⾼い、スマートでクリーンな未来現場”の実現を⽬指して

®
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2015年「スマートコンストラクション」のコンセプト発表、サービス開始
安全で⽣産性の⾼いスマートな未来の現場を、コマツ⾃らが現場に⽴ち、お客様と⼀緒に実現していく

ドローン」による
⾼精度３次元測量

施⼯実績管理
（スマコンアプリ）

スマコンサポート
（遠隔＆オンサイト）ICT建機（3DMC）

設計図⾯の
３次元化 2023年3⽉末

25,532現場へ導⼊（⽇本国内のみ）

2015年3⽉

施⼯する⼟量が、
正確に把握できない

2か⽉後

・⾶⾏の難しさ
・写真転送時間⼤
・処理時間が１⽇
・不要物の除去が⼿作業
・地上標定点が必要

2年後

・離着陸、⾶⾏の⾃動化
・現場で3次元処理
（通信時間・費⽤⼤幅減）
・2haで20分で処理
・不要物除去⾃動
・地上標定点が不要

7年後

最⼤50ha、処理時間90分
（処理速度 約6倍）
不要物除去にAi活⽤

個々のサービス（価値創造ベース）をアジャイル開発で、順次提供開始
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施⼯中施⼯準備 完⼯・検査

3次元
起⼯測量

3次元
設計データ

ICT建機による施⼯
（3次元MG/MC）

3次元
出来形管理

「進捗管理」 出来⾼・出来形管理
「コスト管理」 機・労・材管理など

3Dマシンコントロール
油圧ショベル・ブルドーザ

3Dマシンガイダンス
レトロフィットキット

施
⼯
計
画
作
成
؞
⼿
配

施⼯管理

現場サポート サポートセンタ

スマコン
アプリ

⼯種 現場数
⼟地造成 4,261

河川 7,631
道路 5,736

圃場整備 1,012
建築 2,452
公園 262
砂防 478
海岸 299
解体 178

下⽔道 96
ダム 96
林業 18

その他 3,011
総計 25,530

累計
導⼊現場数
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施⼯現場のデジタル化から、いよいよ施⼯現場のDXへ
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2015年から、累計2万5千現場で
課題を理解し、お客様と⼀緒に、
理解した課題から解決してきた。

お客様の施⼯プロセス全体を俯瞰し、
全体最適の視点で考えてみる。

課題解決はできているが、
つながっていない、
部分最適ではないか︖
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⼊札〜落札 施⼯計画作成
90⽇ 45⽇

本施⼯
630⽇

⾊が付いているのが個々のプロセスがデジタル化されているもの

多くの産業で「デジタルでつながる化（IoT）」が、最も進んでい
るドイツで、⾼速道路⼯事におけるデジタル化度を調査

本施⼯のプロセスは、デジタル化されておらず、
⽬視で状況を把握、経験から最適解を考える

多
ऎ
भ
現
場
द
भ
経
験
॑
ঋ
␗
५
प
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i-constructionの推進により、
⽇本の施⼯現場では、機械、地形の
デジタル化が進んでいます。

デジタル化されたことにより、IoTで簡単に、
デジタル空間に、その実績がつながります。

施⼯状況を正確にデジタル空間で再現、
施⼯現場での課題発⾒、施⼯計画、⼿順の作成、
施⼯途中での⾒直しが簡単にできるようになる。

その時、ドイツの施⼯現場での施⼯プロセスはどう変わるのか︖

施⼯現場の⾞両（運搬⽤）や、
作業員の作業もデジタル化することで
施⼯全体がデジタル化する
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⼊札〜落札 施⼯計画作成 本施⼯

現場可視化レベルが⾼度化することで、
週次、⽉次でのプロセスが全て⽇次で代替され、
⾼速・リアタイムPDCAを回すことができるようになる。

⼊札前に精度⾼い計
画が作成することが
でき、受注後のプロセ
スが無くなる。

90⽇ 45⽇ 630⽇30⽇ ０⽇ 440⽇

施⼯現場をリアルタイムに可視化できれば、
施⼯を事前に最適化することが可能になり
施⼯プロセスに⼤きな変⾰をもたらすことを確信した
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⽣
産
性

StageⅠ
ICTで作業を効率化
・UAV,ICT建機等の
ICT機器の活⽤

Stage Ⅱ
データ分析で全体を効率化

・⾏動履歴、機械稼働状況等のデータの活⽤

Stage Ⅲ
最適化された現場で施⼯の遠隔化・⾃動化

・施⼯計画⾃動⽣成AI等の活⽤
・次世代建機等（⾃動施⼯）の活⽤

ICT施⼯は、「作業の効率化」から「現場全体の効率化」へ
国⼟交通省が推進する「i-Construction」は次のステージへ

ICT施⼯ Stage Ⅰ

測量

設計
データ

３次元

３次元

検査
３次元施⼯

計画
３次元

施⼯

施⼯管理

３次元

３次元
ICT施⼯ Stage Ⅱ

測量

設計
データ

３次元

３次元

検査
３次元施⼯

計画

施⼯

施⼯管理

３次元

※国⼟交通省 ICT導⼊協議会資料から転載
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施⼯中施⼯準備 完⼯・検査

3次元
起⼯測量

3次元
設計データ

ICT建機による施⼯
（3次元MG/MC）

3次元
出来形管理

「進捗管理」 出来⾼・出来形管理
「コスト管理」 機・労・材管理など

3Dマシンコントロール
油圧ショベル・ブルドーザ

3Dマシンガイダンス
レトロフィットキット

施
⼯
計
画
作
成
؞
⼿
配

施⼯管理

現場サポート サポートセンタ

スマコン
アプリ

⼯種 現場数
⼟地造成 4,261

河川 7,631
道路 5,736

圃場整備 1,012
建築 2,452
公園 262
砂防 478
海岸 299
解体 178

下⽔道 96
ダム 96
林業 18

その他 3,011
総計 25,530

累計
導⼊現場数
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施⼯量と
施⼯内容把握

施⼯計画作成

切⼟︓1,121,554㎥
盛⼟︓1,143,838㎥

機・労・材の計画⼿配施⼯⼿順の作成

施⼯量の把握
施⼯⽅法の検討

施⼯実績の把握

施⼯計画の改善

出来⾼・出来形
機労材の実績
およびコスト管理

施⼯⼿順の変更
機労材の⾒直し

施⼯中施⼯準備

現況
３次元データ

設計図⾯
３次元データ

施⼯量と
施⼯内容把握

施⼯計画作成

切⼟︓1,121,554㎥
盛⼟︓1,143,838㎥

機・労・材の計画⼿配施⼯⼿順の作成

施⼯量の把握
施⼯⽅法の検討

施⼯実績の把握

施⼯計画の改善

出来⾼・出来形
機労材の実績
およびコスト管理

施⼯⼿順の変更
機労材の⾒直し
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施⼯中施⼯準備

現況
３次元データ

設計図⾯
３次元データ

施⼯量と
施⼯内容把握

施⼯計画作成

切⼟︓1,121,554㎥
盛⼟︓1,143,838㎥

機・労・材の計画⼿配施⼯⼿順の作成

施⼯量の把握
施⼯⽅法の検討

施⼯実績の把握

施⼯計画の改善

出来⾼・出来形
機労材の実績
およびコスト管理

施⼯⼿順の変更
機労材の⾒直し
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施⼯現場のデジタルツインで可視化 PDCAを回し施⼯計画を最適化

出来形・出来⾼把握
機労材の実績把握

施⼯⼿順の⾒直し
施⼯⼿順作成

施⼯現場の完全デジタル化
出来形・機労材の実績データ ⾒直しされた施⼯⼿順

⽣産性向上（利益増）
安全、CO２低減
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StageⅡ活⽤事例
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ご清聴ありがとうございました


